関東大震災における鉄道の被害と復旧 : 国有鉄道の「震災日誌」を手がかりとして by 田中 正敬































































































1924 年 3 月に軌道貸借契約を解除した（9）。 
 次に、前述の鉄道省『大正 12 年 鉄道震害調査書』（10）に依拠しながら、上記の路線のうち





















線名 被害延長（キロ） 線路被害の比率（％） 被害駅数 
東海道本線 149.5 26 30 
横須賀線 4.8 13 4 
熱海線 11.3 38 5 
横浜線 12.9 26 7 
中央本線 15.1 8 33 
山手線 9.7 7 14 
総武本線 21.7 16 16 
北條線 26.7 20 21 
常磐線 5.5 3 16 
東北本線 28.8 13 18 
典拠：内田宗治『関東大震災と鉄道』90～91 ページ、96～97 ページ。 
備考：単線換算で、複線の場合は 2 倍。 
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 線路では、築堤の沈下、土留壁の崩壊が各所で見られた。橋梁については、多摩川にかかる
六郷川橋梁の橋台に亀裂や傾斜が認められ、横浜の帷子川では火災により橋材が湾曲、茅ヶ崎
平塚間にかかる馬入川橋梁は橋桁 54 基中 48 基が切断するなどの被害に見舞われ、松田－御殿
場間では第五相沢川橋梁に橋台の崩壊や橋脚の切断などが起きたほか、その他の橋梁でも被害
が認められた。 











 この熱海線は、前述の通り復旧に 1 年半もの時間を費やした。その理由はもろい地盤と急峻
な斜面を削って作った路面という特徴にあり、これが各所に土石流をもたらした。真鶴行き 109









9 月 1 日 
午後 0 時 30 分 錦糸町駅その他 隅田川駅構内一部 
午前 11 時 58 分～午後 3 時 30 分 横浜港駅 
午後 1 時 30 分～午後 9 時 30 分 東横浜駅 
午後 1 時 40 分 水道橋駅 
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午後 2 時 御茶ノ水駅 
午後 3 時 飯田町駅 
午後 4 時 桜木町駅 
午後 4 時～6 時 両国運輸、保線事務所 両国橋駅 
午後 4 時 30 分 横浜駅 
午後 5 時 東京市内営業所 
午後 6 時 30 分 万世橋駅 
午後 7 時 神田駅 
午後 7 時～10 時 30 分 
本省、東京第一・第二改良事務所、鉄道省教習所、東京駅構内一部、永楽町発電所 
午後 8 時 30 分 秋葉原駅 
午後 8 時 50 分 新橋駅 
午後 9 時 30 分から 9 月 2 日午前 1 時 経理課、汐留倉庫、汐留駅、東京建築事務所、新橋運
輸、保線事務所、汐留鉄道官舎、 
午後 11 時 有楽町駅 
9 月 2 日 
午前 1 時 錦糸町工場 
午前 1 時半 浜松町駅 
午前 1 時～午前 3 時 被服工場、東京鉄道病院 





約 10 万 5 千人のうち、一箇所では最も多い 3 万 8 千人餘の犠牲者を出した。 
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［表 3］国有鉄道の復旧 
線名 区間 開通年月日 
東海道本線 東京－御殿場 10 月 28 日 
  横浜－桜木町 12 月 30 日 
熱海線 国府津－真鶴 1925 年 3 月 12 日 
横浜線 東神奈川－八王子 9 月 28 日 
中央本線 東京－甲府 10 月 25 日 
山手線   9 月 4 日 
総武本線 両国橋－成東 10 月 8 日 
房総線 千葉－土気－大網 10 月 17 日 
北條線 蘇我－江見 11 月 28 日 
久留里線 木更津－久留里 9 月 24 日 
常磐線 日暮里－土浦 9 月 5 日 
東北本線 上野－白河 9 月 22 日 
典拠：老川慶喜「鉄道省編『震災日記』（1927 年 12 月）解題」（『関東大震災・









れた私設鉄道法よりも緩やかであった。さらに 1911 年 3 月に軽便鉄道補助法により鉄道建設
を補助する法令が施行されると、各地に新しい鉄道が生まれていくこととなった。1910 年末に
は軽便鉄道は 50 社であったものが、最盛期の 1918 年度には 136 社に増加した（13）。 
 しかしながら、中小の軽便鉄道を含めた私鉄の被害については必ずしもこれを充分に明らか











でも湯本－宮ノ下間の被害が著しかった。軌道線は 1924 年 7 月 9 日、地方鉄道は同年 12 月 28
日、ケーブルカーについては 1925 年 3 月 21 日に復旧した。 
横浜市営電気軌道 
 153 両のうち 19 両が車庫の倒壊と沿線の石塀倒壊のために大破、75 両が火災のために全焼
した。吉田橋－駿河橋間の道路は破壊、久保山および元町隧道口の破壊、神奈川駅前から横浜
駅前に至る道路の亀裂、築地橋の崩落、四ノ橋の焼失により軌道も損害を受けた。10 月 2 日神
奈川－馬車道間の開通を皮切りに復旧工事が完成し、10 月 26 日に全線の運転を回復した。 
京浜電気鉄道 
 多摩川橋梁、海老川橋梁などに亀裂などの被害、築堤の沈下のほか、建築物の被害などがあっ
た。復旧は 9 月 11 日の品川－新子安間の運転を開始、1924 年 3 月 16 日に全線が開通した。 
東京市営電気軌道 
 地震の被害よりも火災の被害によるものが多かった。車両の被害は 317 両、軌道の焼損は 109
マイル、橋梁の焼損が 26 基、地震による破損は 6 基、変圧所 9 箇所と変電所 4 箇所の破壊、変
圧所 6 箇所、変電所 2 箇所の焼失があった。復旧については 9 月 6 日に神明町電車庫－上野三
橋間を皮切りに、11 月下旬に深川方面を除き大部分を完了した。全線開通は 1924 年 9 月 17 日
であった。 
東武鉄道 
 浅草駅が火災で延焼、駅舎倒壊は 2 箇所、築堤の沈下、荒川放水路橋梁を始め橋梁にも被害
が出た。西新井－粕壁（現在の春日部）間は 9 月 6 日、西新井－浅草間は 9 月 22 日に復旧し
た。 















（1）9 月 1 日の被災状況 
 次に、関東大震災の復旧過程について、9 月 1 日から 9 月 10 日までの 10 日間前後の国有鉄
道の復旧の過程を、前述した鉄道省編の「震災日誌」を手がかりに振り返ってみたい。 
 なお、老川氏の解題（16）によれば、この史料は、1927 年 12 月に鉄道省が刊行した『国有鉄道





 まず、9 月 1 日の「震災日誌」を見てみよう。冒頭は、震災による鉄道の被害についてであ
る。 
 






























































































9 月 2 日： 
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Ｅ、第二予備金並国家剰余金支出の勅裁を経た。 
Ｆ、情報部より午後七時「震災彙報」第一号を発行し市内各所に配付した。 











9 月 4 日： 
















9 月 6 日： 
（一）臨時震災救護事務 
一、鉄道及び陸海軍当局者は救護事務局に於て食糧その他救護材料の授受に関し第二回
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打合会議を開いた。 
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 以上の記載のうち、記載の分量が多く内容も多方面に亘っていることが見て取れるのは、9 月
2 日と 3 日の事項である。とりわけ、外部との飛行機や無線による連絡を進めることは救護事
務上重要であるが、飛行機や無線電信所が活用できるようになったこと（9 月 2 日：Ｂ、Ｄ）、
防疫に対する積極的な方策が採られつつあること（9 月 3 日：Ｃ）、各地における情報を交換す
る場を設けたこと（9 月 3 日：Ａ、Ｂ）などがこれと関連する。 
 また、情報交換については戒厳司令部や憲兵司令部、警視庁がかかわっていることから、治
安対策にも重きが置かれていたことが推測される。9 月 3 日朝に、海軍無線電信所船橋送信所
から内務省警保局長の名で発信された無電のなかで、朝鮮人が放火した等の流言が伝播された
ことが知られている（20）。このことからすれば 9 月 3 日の主任協議会の役割が、「不逞」朝鮮人
の情報収集および統制・対策を含んでいたことは明らかであろうと考えられる。朝鮮人流言に
関する事項は、次に述べる「応急措置」にも登場する。9 月 4 日以後は、救護や物資の輸送・































張班を作り 206 列車にて出発、大宮駅構内に仙台鉄道局派出所を設置した。 



















 9 月 4 日に至っても、朝鮮人に対する言われなき流言は終息せず、公的機関に勤める人々に
あってもこれを事実ではないかと恐れる空気があった。翌日には山本内閣による告諭「鮮人ニ
対スル迫害ニ関シ告諭ノ件」が出されている。 
 9 月 5 日以後の応急措置についての記述は次第に少なくなり、復旧が軌道に乗り始めたこと
が窺える。9 月 9 日には、9 月 3 日以後毎日 3 回発行していた「東京鉄道局情報」について「本







9 月 2 日： 
 震災発生以後、列車運行はその被害のために著しく制限されていた。 
 東海道線は東京から裾野までは列車を運転できず、裾野・沼津間で 4 往復を運転。東北本線
は日暮里以北開通、日暮里・赤羽間と川口町・大宮間で運転したが、被災した荒川橋梁は徒歩
連絡であった。 
 中央本線は笹子―塩山間のみが開通、山手線は品川・田端間と池袋・赤羽間で 2 往復、新宿・
池袋間に客車 1 両で臨時旅客列車を運転した。 
 常磐線は取手以北開通、成田線は成田－我孫子間が開通した。総武本線は稲毛－千葉間開通。
千葉－都賀間も開通したが運転はしなかった。北條線は夜になって千葉－五井間が開通した。 
9 月 3 日： 
 東海道本線では品川より六郷川東京まで開通に付き材料運搬のため建築臨時列車四往復を運
転した。 
 中央本線では、新宿飯田町間に飯田町午後 4 時、新宿発午後 6 時発の臨時旅客列車を運転、
新宿八王子間は新宿発午後 3 時 30 分の 435 列車より運転開始、猿橋笹子間は午後 2 時 36 分笹
子発 408 列車より開通。猿橋甲府間などに臨時旅客列車を運転した。 
 常磐線では午前 0 時半に利根川橋梁の修理が完了、亀有以北の運転を開始した。総武本線の
八街日向間は午後 1 時に開通し、両国橋亀戸間を除き全通した。房総線は千葉蘇我間が開通し




























り借受けた（9 月 10 日まで）。 
 東北本線では、上野駅の焼失と途中の線路上に避難民がいるため日暮里を起点として列車を
運転、発着番線の増加と混雑防止を見込んで、日暮里と田端双方を発駅にした。赤羽－川口町
間の橋梁は、午後 0 時 40 分より上り線単線で運転した。 
 常磐線は、三河島－亀有間が開通、柏－南千住間が複線運転となった。中央本線では新宿－
八王子間に臨時列車を運転、浅川－与瀬間隧道東口に仮乗降場を作り午前 8 時八王子発 1005 列





9 月 5 日： 
 東海道本線川崎－鶴見間が開通、常磐線は日暮里－三河島間が開通した。中央本線の上野原
－鳥沢間は午後 6 時 20 分鳥沢発 702 列車より開通、北條線は五井－木更津間が開通した。 
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 応急復旧工事を完了したのは、中央本線上野原－鳥沢間、常磐線日暮里－南千住間、東信号
所－土浦間（複線）、北條線五井－木更津間であった。 
9 月 6 日： 
 東海道本線鶴見－東神奈川間が開通する一方、午後 7 時 9 分、裾野駅構内で臨時貨物列車が






9 月 7 日： 
 東海道本線東神奈川－横浜間が開通、昨日不通となった裾野御殿場間は、午後 8 時 30 分に
復旧した。 
 中央本線の平野隧道仮乗降場－與瀬間は午前 8 時 51 分浅川発 1005 列車より開通。與瀬－上




9 月 8 日： 








9 月 9 日： 
 東海道本線の平塚－大磯間が開通、3 往復の旅客列車を運転した。横須賀線大船－鎌倉間も
開通し、品川－鎌倉間 7 往復の旅客列車を運転した。総武本線成田方面は平常運転を開始した。 
 復旧工事を完了したのは、東海道本線蒲田－川崎間（汽車線複線）、平塚－大磯間（単線）東
京－品川間単線であった。 
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9 月 10 日： 
 東海道本線大船－藤沢間で単線運転を開始した。横須賀線鎌倉－逗子間が開通、品川－横浜
間 1 往復、品川－大船間 7 往復、大船－鎌倉間 1 往復の旅客列車を運転した。 
 応急復旧工事を完了したのは、東海道本線大船－藤沢間、横須賀線鎌倉－逗子間であった。 























9 月 1 日： 
 東海道方面では、午後 2 時に東京通信所と新橋通信区間に電話 1 回線、続いて東京駅降車口
広間の臨時局長室と新橋連絡所間に直通電話開通したが、午後 9 時に市内の電線路の大半が消
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失したことにより不通となった。 
 高崎線・常磐線方面では、午後 1 時 30 分に上野・大宮間に電話中継線 2 回線（2 時 50 分さ
らに 3 回線）、同 40 分に上野・我孫子間に中継線 1 回線、3 時 30 分上野・高崎中継線 1 回線を
回復。5 時頃に上野通信区と上野大宮間各駅との通話が可能に、日没後に常磐線方面は北千住
以東の通話を不完全ながら回復した。 
 総武本線方面では、両国橋以東は午後 4 時頃各駅連接線を回復したが、両国橋および錦糸町
駅消失により再び不通に。午後 5 時に千葉交換船橋線、11 時に千葉交換勝浦 2 回線、大原線、
茂原線、大網線、成東一番線の電話回線を回復した。 
 中央本線方面では、電話線は午後 0 時 40 分甲府交換韮崎線を、電信線は午後 3 時 10 分甲府・
名古屋電信線を復活した。 
9 月 2 日： 
 午前 6 時に新宿上野電話中継 4 回線を通じて不完全ながらも通話可能になったが、午後 7 時
に上野駅焼失とともに前日復旧の回線を含めて不通になった。午前 8 時に両国橋千葉交換 1、2
番線、亀戸・下部間、同津田沼線、9 時に千葉交換成東 2 番線、同木更津線、同上総湊 1、2、
3 番線、両国橋・銚子中継線、10 時に千葉交換木更津線、千葉成田中継 1、2 番線を回復。午前
8 時 30 分に仙台・水戸電信併用線を回復した。 
 午前 9 時に東京・仙台中継線に宇都宮交換を接続し、宇都宮・仙台間活用、宇都宮・仙台中
継線とした。午前 10 時に新宿・品川電話中継線 3 回線、午後 3 時 50 分に新宿・東京通信所間
1 回線を復活した。 
 甲府方面では午前 4 時 5 分電話回線が甲府運輸事務所管内各駅および名古屋、松本、長野へ
通じ、午後 5 時 10 分新宿まで復活、八王子以西は全く平常に復した。電信線は午後 4 時 10 分
甲府管内各駅（一部を除く）および松本、長野へ通信しうるようになった。 
 沼津方面では、電話線は午前 11 時 15 分に三島駅まで、午後 0 時 35 分富士岡信号場まで、午
後 3 時 5 分御殿場駅まで復活。電信回線は午後 9 時に東京兵庫 1 番線の沼津以西を活用して、
臨時沼津兵庫線を中間に名古屋を接続した。 
 午後 2 時に臨時大宮長野電話中継線を構成し、5 時 35 分臨時大宮長野電信（併用）線開通。
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て長野地方との連絡を得、これ等によって全国に緊急事項を通報することが出来た。 
 
9 月 3 日： 
 午後 4 時 15 分東京通信所新宿間 2 回線、5 時 18 分東京田端間 1 回線、7 時 35 分東京名古屋
（中央線回り中間に甲府交換機を収容）1 回線、10 時東京品川間 2 回線の各電話線回復、不完
全ながらも東京鉄道局の本部と両国を除く各事務所ならびに関西方面との連絡が取れるように
なった。 
 田端駅構内に上野各事務所が仮移転したため隅田川駅設置の交換機 50 人用 1 台を田端駅へ








 京浜方面は東京横浜間電話 2 回線を復活させ、横浜付近の詳細が始めて本部に通達するよう
になった。沼津以東の電話線は午後 2 時に谷峨信号場まで、2 時 30 分に山北駅まで回復した。 
9 月 4 日： 
 本日より通信回線復旧状況は情報部に通知し情報部に於てはこれ等通信疎通の状況を通信情
報として毎日謄写版にして各関係者へ配付し、これが周知に努めることとなった。 
 電信線は午後 2 時 30 分東京田端電信線と東京名古屋電信線（新宿名古屋電信線を東京に延
長、中間に八王子・甲府を接続）開通。北條線は安房北條交換設備を復活。千葉以西の通信回
線はほとんど全通した。午後 5 時 15 分沼津国府津間の電話 1 回線を回復した。 
9 月 5 日： 
 午後 7 時 20 分東京金沢電信 2 番線（信越回り）を田端金沢電信線（田端、長野、金沢を接
続）として開通した。午後 1 時 40 分水戸仙台中継線とした上野仙台中継線を田端に延長、水戸
を撤去し田端仙台中継線とした。 
 午前 8 時東京千葉中継線を山手回りとして構成、始めて千葉における両国橋事務所と本局間
に通信連絡を得た。午後 6 時 5 分東京田端中継 2 番線を構成。午後 7 時 45 分同線と田端仙台
間回線を結び付け東京仙台中継線を構成した。 
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 到着地方名 到着駅長 
 東海道   名古屋駅長 
 京都以西  大阪駅長 
 北陸方面  金沢駅長 
 長野県   長野駅長 
 新潟県   新潟駅長 
 両毛地方  宇都宮駅長 
 東北北海道 仙台駅長 
 （ニ）電報を受領した駅長は所在郵便局に適宜の方法により引渡方通知のこと。 
 
 午後 6 時に東京品川電信線復活、東京千葉中継線を電信線と併用し、初めて東京千葉電信線
を構成、千葉駅に送信電池を取り付け、両国橋起点電信線を全部千葉以西にて活用、両国橋千
葉間は亀戸千葉間を活用した。電話線は午後 1 時 50 分東京田端間 2 回線、午後 6 時 13 分東京
品川間 1 回線が開通した。 





6 時回復）／東京新宿中継線 2 回線（午後 9 時回復） 
9 月 8 日： 
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9 月 9 日： 
 午前九時三十分東京兵庫電信二番線（中央回り東京、名古屋、大阪、兵庫を接続）開通。横
浜駅へ磁石式交換機を仮設し、各所に電話機を装置して通話を開始した。 
9 月 10 日： 
 東京通信所内交換設備の復旧工事を完了した。大船駅工手詰所に 50 回線用交換機 1 台を据
え付け、構内および大船－国府津中継線 2 回線（中間に大船交換を接続）を収容した。 
 国府津－小田原間に初めて電話線 1 回線を回復、御殿場駅では公衆電話の取扱いを開始した。
電信線は東京－八王子線（中間に新宿、中野、国分寺を接続）を回復。 















 国有鉄道における復旧の過程を見ると、もちろん完全ではないが、震災から 1 週間前後を経
過して路線や通信回線の復旧が進んだ。その始まりは 9 月 2 日の臨時震災救護事務局の設置と
そのもとで鉄道省の局長クラスをはじめとした職員が、復旧作業の策定に従事したことにある。 
 路線の開通については、早期に開通した総武本線や高崎線はもとより中央本線も不完全なが
ら 9 月 9 日頃に一応の開通をみて、関西方面への避難民の輸送に寄与したものと考えられる。
一方、被災の程度が深刻だった東海道本線では復旧が遅れた。ただし、東京と清水を結ぶ航路
が早期から設定されていることを考えれば、この方面の交通手段が全く杜絶したわけではない。 
 物資の輸送については、9 月 4 日の食糧徴発の開始、9 月 5 日と 6 日の計画策定に関する会
合を経て、9 月 10 日には輸送計画の見込みが立った。 
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 国有鉄道関連の通信網については、震災後比較的早期から復旧が進み始め、9 月 2 日から 4
日にかけて関西、東北や長野方面への通信が可能となり、9 月 8 日は東海道方面の通信線も開
通している。 
















 また、潮岬無線局は午後 1 時 17 分、銚子宛送信中のこれや丸からの送信（22）を直接に受信、
3 時に大阪中央電信局に伝えた。 
 他方、磐城国際無線電信局は横浜の船舶からの打電を受信、午後 7 時には銚子無線電信局が
潮岬、下津井両局宛に至急電を送信しているのを傍受した。磐城局は午後 8 時 10 分にアメリ





























 1872 年 9 月（旧暦）：官設鉄道（後の国有鉄道）により新橋横浜間開通（双方とも現在の駅
とは場所が異なる）。 
 1889 年 7 月 ： 神戸まで開通。 
京浜線（現在の京浜東北線の一部） 
 1914 年 12 月： 京浜線として東京－高島町間で電車線の運転開始。その後桜木町まで路線延
長。 
東海道本線（現在の御殿場線） 
 1889 年 2 月 ： 国府津－沼津間開通。1934 年の丹那トンネル開通まで、東海道本線の一部。 
熱海線（現在の東海道本線） 
 1920 年 10 月： 熱海線として国府津－小田原間開通。 
 1922 年 12 月： 真鶴まで路線延長。 
横須賀線 
 1889 年 6 月 ： 大船－横須賀間開通。 
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 1904 年 5 月 ： 田浦まで延長。 
横浜線 
 1908 年 9 月 ： 横浜鉄道により東神奈川－八王子間開業。その後海神奈川まで延長（路線は
現存せず）。 
 1917 年 10 月： 国有化。 
中央本線 
 1889 年 4 月 ： 甲武鉄道により新宿－立川間開業、8 月に八王子まで延長。 
 1901 年 8 月 ： 官設鉄道により八王子－上野原間開通。 
 1904 年 8 月 ： 甲武鉄道により飯田町－中野間を電化、電車運転開始。 
 1906 年 6 月 ： 官設鉄道により岡谷－塩尻間が開通し、既に開通していた篠ノ井線と接続。 
 1906 年 10 月： 鉄道国有法（明治 39 年法律第 17 号）を適用して甲武鉄道を国有化。 
 1919 年 3 月 ： 東京－万世橋間開通。 
 1922 年 11 月： 国分寺までを電化。東京－国分寺間電車運転。 
東北本線 
 1885 年 7 月 ： 日本鉄道により大宮－宇都宮間開通。 
 1891 年 9 月 ： 日本鉄道により盛岡－青森間が開通。 
 1906 年 11 月： 日本鉄道を国有化。 
山手線 
 1885 年 3 月 ： 日本鉄道により赤羽－品川間開通（一部は現在の山手線）。 
 1903 年 4 月 ： 池袋－田端間開通（当初は豊島線と呼称）。 
 1906 年 11 月： 国有化。 
 1909 年 12 月： 烏森（現在の新橋）－品川－池袋－上野、池袋－赤羽間で電車運転を開始。 
 1919 年 3 月 ： 東京－万世橋間開通により中野－新宿－東京－品川－新宿－池袋－上野間
に電車運転区間を広げる（いわゆる「の」の字運転）。 
烏山線 
 1923 年 4 月 ： 宝積寺－烏山間開通。 
日光線 
 1890 年 6 月 ： 日本鉄道により宇都宮－今市間開業。8 月に日光まで延長。 
 1906 年 11 月： 国有化。 
水戸線（区分上は水戸－友部間は常磐線） 
 1889 年 1 月 ： 水戸鉄道（私鉄の項目にある水戸鉄道とは異なる）により水戸－小山間開業。 
 1890 年 11 月： 水戸鉄道により水戸－那珂川間開通。 
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 1892 年 3 月 ： 日本鉄道が水戸鉄道を買収。 
 1906 年 11 月： 国有化。 
常磐線 
 1889 年 1 月 ： 水戸鉄道が建設した水戸－小山間の路線の一部が常磐線の始まり。 
 1896 年 12 月： 日本鉄道により田端－土浦間開通。 
 1898 年 8 月 ： 磐城線（後の常磐線）水戸－岩沼間全通。 
 1906 年 11 月： 国有化。 
水郡線（当時の名称は大郡線、現在の水郡線の一部） 
  1922 年 12 月： 常陸大宮－山方宿間開通。 
高崎線 
  1883 年 7 月 ： 日本鉄道により上野－熊谷間開通。 
 1883 年 10 月： 日本鉄道により熊谷－本庄間開通。12 月に本庄－新町間開通。 
 1884 年 5 月 ： 日本鉄道により新町－高崎間開通。 
  1906 年 11 月： 国有化。 
足尾線 
  1911 年 4 月 ： 足尾鉄道により桐生―大間々町間開業。 
 1914 年 8 月 ： 足尾本山まで延長（間藤－足尾本山間は貨物のみ）。 
  1918 年 6 月 ： 国有化。 
上越線 
  1921 年 7 月 ： 高崎－前橋間に新前橋駅を設置、新前橋―渋川間開通。 
両毛線 
  1884 年 8 月 ： 日本鉄道により高崎－前橋間開業。 
  1888 年 5 月 ： 両毛鉄道により小山－足利間開業。11 月に桐生まで延長。 
  1889 年 12 月： 前橋で日本鉄道と両毛鉄道が接続。 
  1897 年 1 月 ： 両毛鉄道の区間を日本鉄道に譲渡。 
  1906 年 11 月： 国有化。 
信越本線 
  1885 年 10 月： 高崎－横川間開通。 
  1886 年 8 月 ： 直江津－関山間開通。 
  1888 年 5 月 ： 関山－長野間開通。8 月に上田まで、12 月に軽井沢まで延長。 
  1893 年 4 月 ： 横川－軽井沢間がアプト式で開通。 
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総武本線 
  1894 年 7 月 ： 総武鉄道により市川－佐倉間開業。12 月に市川－後本所（現在の錦糸町）間
開通。 
  1897 年 5 月 ： 総武鉄道により佐倉－成東間開通。6 月に銚子まで延長。 
  1900 年 3 月 ： 総武鉄道により銚子－新生間開通。 
  1904 年 4 月 ： 総武鉄道により両国橋（現在の両国）－本所間開通。 
  1907 年 9 月 ： 国有化。 
成田線 
  1897 年 1 月 ： 成田鉄道により佐倉－成田間開業。12 月に滑川（現在の滑河）まで延長。 
  1898 年 2 月 ： 成田鉄道により滑川－佐原間開通。 
  1901 年 2 月 ： 成田鉄道により成田－安食間開通。4 月に我孫子まで延長。 
 1920 年 9 月 ： 国有化。 
外房線 
  1896 年 1 月 ： 房総鉄道により蘇我－大網間開業。2 月に千葉－蘇我間開通。 
 1899 年 12 月： 一ノ宮－大原間が開通し、千葉－大原間全通。 
  1907 年 9 月 ： 国有化。翌年、房総線と改称。その後勝浦まで路線延長。 
内房線（北條線） 
  1912 年 3 月 ： 木更津線として蘇我－木更津間開通。 
 1915 年 1 月 ： 木更津－上総湊間開通。 
 1916 年 10 月： 上総湊－浜金谷間開通。 
 1917 年 8 月 ： 浜金谷－安房勝山間開通。 
 1918 年 8 月 ： 安房勝山－那古船形間開通。 
  1919 年 5 月 ： 那古船形－安房北條（現在の館山）間開通、北條線と改称。 
 1921 年 6 月 ： 安房北條－南三原間開通。 





 1897 年 5 月 ： 上野鉄道により高崎－福島（後に上州福島に改称）間開業。同年 7 月に福島
－南蛇井間開通。同年 9 月に南蛇井－下仁田間開通。 
 1921 年 9 月 ： 上信電気鉄道に改称。 
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東京電灯前橋支局（線路は現存せず、時刻表には記載なし） 
 1911 年 4 月 ： 利根軌道により沼田－屋形原間開業。その後渋川まで延長。当初は馬車鉄道
だったが、利根水力電気の傘下に入り、1918 年 1 月に電化。 
 1921 年 4 月 ： 東京電灯が利根水力電気を合併（25）。 
上州鉄道（現在は東武鉄道小泉線の一部、時刻表には記載なし） 
 1917 年 3 月 ： 中原鉄道により館林－小泉町間開業。 
 1922 年 3 月 ： 上州鉄道に改称。 
岩鼻軽便鉄道（路線は現存せず、時刻表には記載なし） 
 1917 年 4 月 ： 倉賀野－上州岩鼻間開業。 
東京電灯（路線は現存せず） 
 1889 年 7 月 ： 上毛馬車鉄道により岩神村－北橘村間開業。 
 1891 年 2 月 ： 上毛馬車鉄道により北橘村－渋川新町間開通。 
 1893 年 9 月 ： 群馬馬車鉄道により高崎市（後に矢島町→高崎駅前に改称）－渋川町（後に
渋川新町に改称）間開業。 
 1894 年 7 月 ： 上毛馬車鉄道により田中町（後に前橋駅前に改称）－岩神村間開通。 
 1906 年 7 月 ： 上毛馬車鉄道が前橋馬車鉄道に改称。 
 1908 年 8 月 ： 高崎水力電気が群馬馬車鉄道を合併。 
 1910 年 4 月 ： 前橋馬車鉄道が前橋電気軌道に改称。 
 1910 年 10 月： 伊香保電気軌道により渋川（後に渋川新町に改称）－伊香保間開業。 
 1911 年 4 月 ： 利根軌道により渋川－戸鹿野間開業。同年 7 月に戸鹿野－沼田間開通。 
 1912 年 12 月： 利根発電が前橋電気軌道を合併。 
 1913 年 11 月： 高崎水力電気が伊香保電気軌道を合併。 
 1921 年 4 月 ： 東京電灯が利根軌道および利根発電を合併。 
 1921 年 12 月： 東京電灯が高崎水力電気を合併。 
緑野馬車鉄道（路線は現存せず、時刻表には記載なし） 
 1898 年 4 月 ： 新町－藤岡間開業。 
 1900 年 6 月 ： 藤岡－鬼石町間開通。 
吾妻軌道（路線は現存せず） 
 1912 年 7 月 ： 吾妻温泉馬車鉄道により鯉沢－中之条間開業。 
 1913 年   ： 吾妻軌道に改称。 
 1920 年   ： 電化（26）。 
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（2）栃木県 
日光電気軌道線（路線は現存せず） 
 1910 年 8 月 ： 停車場前（後に日光駅前に改称）－岩ノ鼻間開業。 
 1913 年 10 月： 岩ノ鼻－馬返間開通。 
宇都宮石材軌道（路線は現存せず、時刻表には記載なし） 
 1897 年 4 月 ： 宇都宮軌道運輸により西原町－荒針間開業。 
 1898 年 9 月 ： 荒針－立岩間、荒針－弁天山間、風返支線間通。 
 1899 年 2 月 ： 野州人車鉄道石材により戸祭町－徳次郎間、宝木－新里間開業。 
 1903 年 3 月 ： 材木町－西原町間、西原町－鶴田間開業。 
 1906 年 2 月 ： 宇都宮軌道運輸が野州人車鉄道石材を合併するとともに宇都宮石材軌道に
改称（27）。 
赤見鉄道（路線は現存せず、時刻表では赤見軽便鉄道と記載） 
 1915 年 4 月 ： 赤見軽便鉄道により富田－出流原間開業。 
 1921 年   ： 赤見鉄道に改称。（28） 
下野電気鉄道（路線は現存せず） 
 1917 年 1 月 ： 下野軌道により今市（後に大谷向に改称）－中岩間開業。11 月に中岩－大原
間開通。 
 1919 年 3 月 ： 下野軌道により大原－下滝間開通。10 月に新今市－大谷向開通。 
 1920 年 1 月 ： 下野軌道により下滝－藤原（後に新藤原に改称）間開通。 
 1921 年 6 月 ： 下野電気鉄道に改称（29）。 
 1922 年 3 月 ： 新今市－藤原間を鉄道線として開業。 
鍋山人車鉄道（路線は現存せず、時刻表には記載なし） 
 1900 年 7 月 ： 鍋山－栃木間開業。 
 1902 年 12 月： 栃木－両毛間開通。 
那須軌道（路線は現存せず、時刻表には記載なし） 
 1908 年 7 月 ： 那須人車軌道により大田原－西那須野間開業。 
 1917 年 2 月 ： 那須軌道に改称。 
塩原電車（路線は現存せず） 
 1912 年 7 月 ： 塩原軌道により西那須野－関谷間開業。 
 1915 年 10 月： 塩原軌道により関谷－新塩原間開通。 
 1921 年 9 月 ： 塩原電車に改称（届出）。 
 1922 年 7 月 ： 新塩原－塩原口間開通。 
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東野鉄道（路線は現存せず） 




 1913 年 11 月： 取手－下館間開業。 
龍崎鉄道（現在の関東鉄道竜ヶ崎線） 
 1900 年 8 月 ： 佐貫－龍崎間開業（30）。 
笠間人車軌道（路線は現存せず、時刻表には記載なし） 
 1915 年 11 月： 下市毛（後に笠間駅前に改称）－笠間町（後に稲荷神社前に改称）間開業（31）。 
筑波鉄道（路線は現存せず） 
 1918 年 4 月 ： 土浦－筑波間開業。 
 1918 年 6 月 ： 筑波－真壁間開通。同年 9 月に真壁－岩瀬間開通。 
湊鉄道（現在のひたちなか海浜鉄道） 
 1913 年 12 月： 勝田－那珂湊開業。 
水戸鉄道（現在の水郡線の一部、水戸－小山間に開業した水戸鉄道（前掲、水戸線を参照）と
は異なる） 
 1897 年 11 月： 太田鉄道により水戸－久慈川間開業。 
 1899 年 4 月 ： 太田鉄道により久慈川－太田間開通。 
 1901 年 10 月： 水戸鉄道に譲渡。 
 1918 年 6 月 ： 上菅谷－瓜連間開通。同年 10 月に瓜連－常陸大宮間開通。 
水浜電車（路線は現存せず） 
 1922 年 12 月： 浜田－磯浜間開業。 
 1923 年 7 月 ： 浜田－東柵町間開通。 
樺穂興業（路線は現存せず、時刻表には記載なし） 




 1915 年 9 月 ： 本庄－児玉間開業。 
秩父鉄道 
 1901 年 10 月： 上武鉄道により熊谷－寄居間開業。 
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 1903 年 4 月 ： 上武鉄道により寄居－波久礼間開通。 
 1911 年 9 月 ： 上武鉄道により波久礼－秩父（後に荒川に改称）間開通。 
 1914 年 10 月： 上武鉄道により宝登山－秩父間開通。 
 1916 年 2 月 ： 秩父鉄道に改称。 
 1917 年 9 月 ： 秩父－影森間開通。 
 1918 年 9 月 ： 影森－武甲間開通。 
 1921 年 4 月 ： 北武鉄道により羽生－行田間開業。 
 1922 年 8 月 ： 北武鉄道により行田－熊谷間開通。 




 1912 年 12 月： 千葉県営人車軌道により大原－大多喜間開業。 
 1922 年 2 月 ： 個人への譲渡を経て夷隅軌道に改称、ガソリンカーを導入（32）。 
成田電気軌道（路線は現存せず） 
 1910 年 12 月： 成宗電気軌道により成田山門前（後に不動尊に改称）－成田駅前（後に本社
前に改称）間開業。 
 1911 年 1 月 ： 成宗電気軌道により成田駅前－宗吾間開通。 
 1916 年   ： 成田電気軌道に改称。 
千葉県営鉄道（時刻表では千葉県営軽便鉄道と記載）（33） 
成田－多古（路線は現存せず） 
 1911 年 7 月 ： 成田－三里塚間開業、10 月に三里塚－多古間および貨物用支線開通。 
三里塚－八街（路線は現存せず） 
 1914 年 5 月 ： 三里塚－八街間開通。 
木更津－久留里（現在の JR 東日本久留里線） 
 1912 年 12 月： 木更津－久留里間開通。 
 1923 年 9 月 ： 震災当日に国有鉄道に編入。 
北総鉄道（現在の北総鉄道とは異なる、現在の東武野田線の一部） 
 1911 年 5 月 ： 千葉県営鉄道により柏－野田町間開業。 
 1923 年 8 月 ： 北総鉄道に譲渡。 
野田人車鉄道（路線は現存せず、時刻表には記載なし） 
 1900 年 12 月： 野田町地内に開業。 
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流山鉄道（現在の流鉄、時刻表では流山軽便鉄道と記載） 
 1916 年 3 月 ： 流山軽便鉄道により馬橋－流山間開業。 
 1922 年 11 月： 流山鉄道に改称（34）。 
銚子鉄道（現在の銚子電気鉄道の前身、時刻表には記載なし） 




 1869 年 2 月 ： 乗合馬車が横浜と東京の外国公館を結んだ（35）。 
 1882 年 6 月 ： 東京馬車鉄道により新橋－上野－浅草開業。 
 1897 年   ： 品川馬車鉄道により新橋－八ツ山間開業。 
 1899 年 7 月 ： 東京馬車鉄道が品川馬車鉄道を合併。 
 1900 年 10 月： 東京電車鉄道に改称。 
 1903 年 9 月 ： 東京市街鉄道により数寄屋橋－神田橋間開業。 
 1904 年 12 月： 東京電気鉄道により土橋－御茶ノ水間開業。 
 1906 年 9 月 ： 東京電車鉄道・東京市街鉄道・東京電気鉄道の 3 社が合併、東京鉄道となる。 
 1911 年 8 月 ： 東京鉄道が東京市電気局に路線を譲渡、市営となる。 
京成電気軌道（現在の京成電鉄） 
 1899 年 12 月： 帝釈人車軌道が金町（現在の京成金町）－柴又間開業。 
 1912 年 8 月 ： 帝釈人車軌道が京成電気軌道に路線を譲渡。 
 1912 年 11 月： 押上－市川（後に江戸川に改称）間開業。 
 1914 年 8 月 ： 江戸川－市川新田（現在の市川真間）間開通。 
 1915 年 11 月： 市川新田－中山間開通。 
 1916 年 12 月： 中山－船橋間開通。 
 1921 年 7 月 ： 船橋－千葉間開通。 
西武鉄道（現在の西武鉄道とは異なる） 
国分寺－川越（現在の西武鉄道国分寺線および新宿線の一部） 
 1894 年 12 月： 川越鉄道により国分寺－久米川間開業。 
 1895 年 3 月 ： 川越鉄道により久米川－川越（後に本川越に改称）間開通。 
 1920 年 6 月 ： 武蔵水電が川越鉄道を合併。 
 1922 年 11 月： 帝国電灯が武蔵水電を合併。鉄道を西武鉄道（当初は武蔵鉄道）に譲渡。 
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川越久保町－大宮（路線は現存せず） 
 1906 年 4 月 ： 川越電気鉄道により川越久保町－大宮間（路線は現存せず）開業。 
 1914 年 2 月 ： 武蔵水電が川越電気鉄道を合併。 
 1922 年 11 月： 帝国電灯が武蔵水電を合併、鉄道運営を西武鉄道に譲渡。 
新宿－荻窪（路線は現存せず、時刻表では西武鉄道新宿線と記載） 
 1921 年 8 月 ： 西武軌道により淀橋－荻窪間（現在の地下鉄丸ノ内線新宿荻窪間とほぼ同じ
ルート）開業。 
 1921 年 10 月： 武蔵水電が西武軌道を合併。 
 1922 年 11 月： 帝国電灯が武蔵水電を合併、鉄道運営を西武鉄道に譲渡（36）。 
 1922 年 12 月： 新宿（後にガード下に改称）－淀橋間開通。 
多磨鉄道（現在の西武鉄道多摩川線） 
 1917 年 10 月： 境（後に武蔵境に改称）－北多磨間開業。 
 1919 年 6 月 ： 北多磨－常久間開通。 
 1922 年 6 月 ： 常久－是政間開通。 
城東電気軌道（路線は現存せず、後の東京市電、東京都電車の一路線、時刻表には記載なし） 
 1917 年 12 月： 錦糸町－小松川間開業。 
 1920 年 12 月： 水神森－小名木川間開通。 
東武鉄道 
館林－葛生（現在の佐野線） 
 1889 年 6 月 ： 安蘇馬車鉄道により葛生－吉永間開業。その後越名まで延長。 
 1893 年 4 月 ： 佐野鉄道に改称。 
 1894 年 3 月 ： 蒸気機関に動力を変更して葛生－越名間開通。 
 1903 年 6 月 ： 佐野鉄道により佐野連絡所－佐野間開通。 
 1912 年 8 月 ： 東武鉄道が佐野鉄道を合併。 
 1914 年 8 月 ： 館林－佐野町開通。10 月に佐野まで延長。 
 1917 年 2 月 ： 佐野町－越名間廃止。 
 1920 年 8 月 ： 葛生－第三会沢間開通。 
浅草－伊勢崎（現在の伊勢崎線（東京スカイツリーライン）） 
 1899 年 8 月 ： 北千住－久喜間開業。 
 1902 年 4 月 ： 吾妻橋－北千住間開通。9 月に久喜－加須間開通。 
 1903 年 4 月 ： 加須－川俣間開通。 
 1904 年 4 月 ： 吾妻橋－曳舟間廃止。 
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 1907 年 8 月 ： 川俣－足利町間開通。 
 1908 年 3 月 ： 吾妻橋（現在のとうきょうスカイツリー）－曳舟間開通。 
 1909 年 2 月 ： 足利町－太田間開通。 
 1910 年 3 月 ： 太田－新伊勢崎間開通。7 月に伊勢崎まで延長。 
亀戸－曳舟（現在の亀戸線） 
 1904 年 4 月 ： 亀戸－曳舟間開通。 
太田－相老（現在の桐生線） 
 1913 年 3 月 ： 太田－相生間開通。 
池袋－坂戸町（現在の東上線） 
 1914 年 5 月 ： 東上鉄道により池袋－田面沢（現在の川越市駅近郊）間開業。 
 1916 年 3 月 ： 東上鉄道により川越町（現在の川越市）－田面沢間廃止。 
 1916 年 10 月： 東上鉄道により川越町－坂戸町（現在の坂戸）間開通。 
 1920 年 7 月 ： 東武鉄道が東上鉄道を合併。 
玉川電気鉄道（路線は現存せず、東急新玉川線とほぼ同じルート） 
 1907 年 3 月 ： 道玄坂上－三軒茶屋間開業。 
 1907 年 4 月 ： 三軒茶屋－玉川（現在の二子玉川）間開通、8 月に道玄坂上－渋谷間開通。 
 1922 年 6 月 ： 渋谷－恵比寿駅前間開通。 
王子電気軌道（現在の東京都交通局荒川線の一部） 
 1911 年 8 月 ： 飛鳥山－大塚間開業。 
 1913 年 4 月 ： 飛鳥山下－三ノ輪間開通。 
 1915 年 4 月 ： 王子－飛鳥山間開通。 
池上電気鉄道（現在の東京急行電鉄池上線） 
 1922 年 10 月： 蒲田－池上間開業。 
 1923 年 5 月 ： 池上－雪ケ谷（現在の雪が谷大塚）間開通。 
目黒蒲田電鉄（現在の東京急行電鉄目黒線） 
 1923 年 3 月 ： 目黒－丸子（現在の沼部）間開業。 
京王電気軌道（現在の京王電鉄、時刻表では京王電気鉄道と記載） 
 1913 年 4 月 ： 笹塚－調布間開業。 
 1913 年 10 月： 代々幡－笹塚間開通。 
 1914 年 4 月 ： 幡代小学校前－代々幡間開通。6 月に幡代小学校前－代々木間開通。11 月に
代々木－新町間開通。 
 1915 年 3 月 ： 新町－葵橋間開通。5 月に葵橋－新宿（仮）間開通。6 月に新宿（仮）－新宿
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追分間開通。 
 1916 年 6 月 ： 調布－多摩川原（現在の京王多摩川）間開通。9 月に調布－飛田給間開通。
10 月に府中まで路線延長。 
武蔵野鉄道（現在の西武鉄道池袋線） 
 1915 年 4 月 ： 池袋－飯能間開業。1922 年に池袋所沢間を電化。 
青梅鉄道（現在の JR 東日本青梅線）（37） 
 1894 年 11 月： 立川－青梅間開業。 
 1895 年 12 月： 青梅－日向和田間開通。 




 1904 年 7 月 ： 横浜電気鉄道により神奈川－大江橋間開業。 
 1921 年 4 月 ： 横浜市に譲渡（38）。 
京浜電気鉄道（現在の京浜急行電鉄） 
 1899 年 1 月 ： 大師電気鉄道により六郷橋－大師（現在の川崎大師）間開業（39）。同年 4 月に
京浜電気鉄道に改称。 
 1901 年 2 月 ： 大森（その後大森駅前に改称）－八幡（後に海岸、さらにその後大森海岸に
改称）、八幡－六郷橋間開通。 
 1902 年 6 月 ： 蒲田（現在の京急蒲田）－穴守間開通。9 月に六郷橋－川崎（現在の京急川
崎）間開通。 
 1904 年 5 月 ： 品川（現在の北品川）－八幡間開通。 
 1905 年 12 月： 川崎－神奈川間開通。 
小田原電気鉄道（現在の箱根登山鉄道） 
 1888 年 10 月： 小田原馬車鉄道により国府津－小田原－湯本（現在の箱根湯本）間開業。 
 1896 年 10 月： 小田原電気鉄道に改称。 
 1900 年 3 月 ： 電化（40）。 
 1919 年 6 月 ： 箱根湯本－強羅間開通。 
 1920 年 10 月： 国府津－小田原間廃止。 
 1921 年 12 月： 下強羅（現在は強羅）－上強羅（現在は早雲山）間開通（ケーブルカー）。 
相模鉄道（路線の一部は現在の JR 東日本相模線、現在の相模鉄道とは異なる） 
 1921 年 9 月 ： 茅ヶ崎－川寒川間開業。 
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 1921 年 5 月 ： 寒川－四之宮間開通。 
東京電灯株式会社江ノ島線（現在の江ノ島電鉄、時刻表では「横浜電気鉄道江ノ島線」と表記） 
 1902 年 9 月 ： 江ノ島電気鉄道により藤沢－片瀬間開業。 
 1903 年 6 月 ： 江ノ島電気鉄道により片瀬－行合間開通。7 月に行合－追場間開通。 
 1904 年 4 月 ： 江ノ島電気鉄道により追場－極楽寺間開通。 
 1907 年 8 月 ： 江ノ島電気鉄道により極楽寺－大町間開通。 
 1910 年 10 月： 江ノ島電気鉄道により大町－小町（現在の鎌倉近辺、駅は現存せず）まで全
線開通。 
 1911 年 10 月： 横浜電気が江ノ島電気鉄道を合併。 
 1921 年 5 月 ： 東京電灯が横浜電気を合併（41）。 
湘南軌道（路線は現存せず） 
 1906 年 8 月 ： 湘南馬車鉄道により二宮－秦野間開業。 
 1913 年 2 月 ： 湘南軽便鉄道に改称。その後蒸気機関車による運転を開始（42）。 




 1898 年 11 月： 御殿場馬車鉄道により御殿場－須走間開業。 
 1902 年 12 月： 御殿場馬車鉄道により須走－駕籠坂間開通。 
 1905 年   ： 御殿場馬車鉄道を個人に譲渡。 
 1907 年 10 月： 浅間神社前－駕籠坂間を廃止。 
 1909 年   ： 御殿場馬車鉄道（二次）設立、事業を譲渡。 
 1918 年 4 月 ： 御殿場町新橋－御殿場町上町間を除き路線を廃止。 
 1921 年 8 月 ： 御殿場町上町－御殿場町中町間開通。 
熱海軌道組合（路線は現存せず） 
 1895 年 7 月 ： 豆相人車鉄道により熱海－吉浜間開業。 
 1896 年 3 月 ： 豆相人車鉄道により吉浜－小田原間開通。 
 1906 年 6 月 ： 熱海鉄道に改称。 
 1908 年 7 月 ： 大日本軌道が合併、8 月に蒸気機関車による運転を開始（43）。 
 1920 年 7 月 ： 国営鉄道熱海線が国府津－小田原間を開通させたことに伴い国営となり、熱
海軌道組合がこれを借り受けて運行する形態に転換。 
 1922 年 12 月： 熱海線が小田原－真鶴間を開通したことに伴い、同区間を廃止。 
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駿豆鉄道（現在の伊豆箱根鉄道駿豆線） 
 1898 年 5 月 ： 豆相鉄道により三島町（現在の三島田町）－南条（現在の伊豆長岡）間開業。
6 月に三島町－三島（現在の JR 東海下土狩）間開通。 
 1899 年 7 月 ： 豆相鉄道により南条－大仁間開通。 
 1906 年 11 月： 駿豆電気鉄道により三島－沼津開業。 
 1907 年 7 月 ： 豆相鉄道が伊豆鉄道に会社を譲渡。 
 1912 年 4 月 ： 駿豆電気鉄道が伊豆鉄道を合併。 
 1916 年 10 月： 富士水電が駿豆電気鉄道を合併。 
 1917 年 10 月： 富士水電が駿豆鉄道に路線を譲渡。 
 1918 年 8 月 ： 三島町－大場間を電化、翌年 5 月に全線電化（44）。 
堀之内軌道運輸（路線は現存せず、時刻表には記載なし） 
 1899 年 8 月 ： 城東馬車鉄道により堀之内－南山間開業。 
 1917 年 1 月 ： 御前崎軌道に改称。東遠自動車運輸が合併、御前崎軌道に改称（45）。 
 1922 年 2 月 ： 御前崎軌道が堀之内軌道運輸に事業を譲渡。 
静岡電気鉄道 
静岡駅前－江尻新道（一部の路線は現在の静岡鉄道に継承） 
 1908 年 5 月 ： 静岡鉄道により江尻新道（現在の新清水）（46）－清水波止場間開業。 
 1908 年 7 月 ： 大日本軌道が静岡鉄道を合併（静岡支社）。 
 1908 年 12 月： 大日本軌道により鷹匠町（現在の新静岡）（47）－江尻新道間開通。 
 1919 年 5 月 ： 駿遠電気に路線を譲渡。 
 1920 年 6 月 ： 電化（48）。 
 1922 年 6 月 ： 静岡駅前－鷹匠町間開通。 
 1923 年 2 月 ： 駿遠電気を静岡電気鉄道に改称。 
可睡口－可睡（路線は現存せず、時刻表には記載なし） 
 1911 年 12 月： 秋葉馬車鉄道により可睡口－可睡間開通。 
 1919 年 12 月： 秋葉鉄道に秋葉馬車鉄道を譲渡。 
 1923 年 6 月 ： 静岡電気鉄道が秋葉鉄道を合併。 
安倍鉄道（路線は現存せず） 
 1916 年 4 月 ： 井ノ宮－牛妻間開業。 
南豆馬車鉄道（路線は現存せず、時刻表には記載なし） 
 1918 年 9 月 ： 蓮台寺－武ケ浜間開業（貨物は 1917 年から開業）。 
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中遠鉄道（路線は現存せず） 
 1914 年 1 月 ： 新袋井－新横須賀間開業。 
島田軌道（路線は現存せず、時刻表には記載なし、貨物のみ） 
 1908 年 4 月 ： 島田駅（49）（後に島田駅前に改称）－向谷間開業。 
藤相鉄道（路線は現存せず） 
 1913 年 11 月： 藤枝新（後に新藤枝に改称）－大手間開業。 
 1914 年 9 月 ： 藤枝新－大井川間開通。 
 1915 年 5 月 ： 大幡（大井川の西岸）－細江間開通。大井川は人車で橋を横断（50）。9 月に細
江－川崎町（後に遠州川崎町に改称）間開通。 
 1918 年 6 月 ： 遠州川崎町－相良間開通。 
遠州電気鉄道 
板屋町－中ノ町（路線は現存せず） 
 1909 年 3 月 ： 大日本軌道浜松支社により馬込－萱場間開業。12 月に南新町－馬込間開通。 
 1910 年 3 月 ： 大日本軌道浜松支社により萱場－中ノ町間開通。 
 1919 年 12 月： 遠州軌道に路線を譲渡。 
 1921 年 8 月 ： 遠州電気鉄道に改称。 
浜松－鹿島（1923 年に遠州浜松－遠州二俣間の鉄道線に切り換え） 
 1909 年 12 月： 大日本軌道浜松支社により浜松－鹿島間開通。 
 1914 年 4 月 ： 大日本軌道浜松支社により西ヶ崎（後に遠州西ヶ崎に改称）－笠井（後に遠
州笠井に改称）間開通。 
 1919 年 12 月： 遠州軌道に路線を譲渡。 
 1921 年 8 月 ： 遠州電気鉄道に改称。 
 1923 年 4 月 ： 浜松－鹿島間廃止。 
遠州浜松－遠州二俣 
 1923 年 4 月 ： 遠州浜松（現在の遠鉄浜松）－遠州二俣（現在の西鹿島）間開業。 
浜松鉄道（路線は現存せず） 
 1914 年 11 月： 浜松軽便鉄道により元城－金指間開業。 
 1915 年 4 月 ： 浜松鉄道に改称。 
 1915 年 9 月 ： 板屋町（後に東田町に改称）－元城間開通。12 月に金指－気賀間開通。 
 1923 年 4 月 ： 気賀－奥山間開通（51）。 
中泉軌道運送（線路は現存せず、時刻表には記載なし） 
 1909 年 12 月： 中泉－池田橋間開業。 
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 1915 年 5 月 ： 中泉軌道運送に改称。 
富士身延鉄道（現在の JR 東海身延線） 
 1890 年 6 月 ： 富士馬車鉄道により鈴川（現在の吉原）－入山瀬間開業。さらに大宮まで延
長（52）。 
 1908 年度  ： 大宮町地内開通。同年、富士鉄道に改称。 
 1910 年 4 月 ： 富士鉄道により富士駅－長沢間開通（53）。 
 1912 年 4 月 ： 富士身延鉄道が富士鉄道の路線を継承。 
 1913 年 7 月 ： 富士鉄道の富士駅－大宮間の路線を廃止、富士身延鉄道が富士－大宮町を開
業。 
 1915 年 3 月 ： 富士身延鉄道により大宮町－芝川間開通。 
 1917 年 7 月 ： 富士鉄道により長沢－下田間開通。 
 1918 年 8 月 ： 富士身延鉄道により芝川－十島間開通。10 月に十島－内船南部（現在の内船）
間開通。 
 1918 年度  ： 富士鉄道の鈴川－長沢間、長沢－下田間を根方軌道に譲渡。 
 1919 年 4 月 ： 富士身延鉄道により内船南部－甲斐大島間開通。 
 1920 年 5 月 ： 富士身延鉄道により甲斐大島－身延間開通。 
根方軌道（路線は現存せず、時刻表には記載なし） 
 1918 年度  ： 富士鉄道より鈴川－長沢間、長沢－下田間を譲渡され開業。 
 1919 年 6 月 ： 入山瀬駅－入山瀬間開通。 
富士軌道（路線は現存せず、時刻表には記載なし） 




 1898 年 4 月 ： 山梨馬車鉄道により甲府－勝沼町、甲府－浅原橋間開業。 
 1901 年 6 月 ： 鰍沢馬車鉄道により浅原橋－鰍沢町間開業。 
 1902 年   ： 山梨馬車鉄道が鰍沢馬車鉄道を合併。 
 1904 年 4 月 ： 石和町－勝沼町間廃止。 
 1905 年 5 月 ： 個人経営者へ譲渡。 
 1906 年 12 月： 山梨軽便鉄道を設立。 
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富士電気軌道（現在の富士急行の前身、後に線路を付け換え路線を廃止、時刻表では大月－金
鳥居上間と表記） 
 1900 年 9 月 ： 都留馬車鉄道により籠坂－下吉田間開業。 
 1903 年 1 月 ： 富士馬車鉄道により大月－谷村間開業。8 月に谷村－西桂間開通。 
 1903 年 9 月 ： 都留馬車鉄道により下吉田－西桂、静岡県界－籠坂間開通。 
 1919 年 10 月： 都留馬車鉄道が都留電気鉄道に改称。 
 1920 年   ： 富士馬車鉄道が富士電気軌道に改称。 
 1921 年 7 月 ： 都留電気鉄道が上吉田－西桂間を富士電気軌道に譲渡（54）。 
 1921 年 7 月 ： 都留電気軌道により静岡県界－籠坂間廃止。 
富士回遊軌道（路線は現存せず、時刻表には記載なし） 
 1917 年 3 月 ： 富北軌道により上吉田－船津間開業。 




 1915 年 7 月 ： 新軽井沢－小瀬（55）間開業。 
 1917 年 7 月 ： 小瀬－吾妻間開通。 
 1919 年 11 月： 吾妻－嬬恋間開通。 
佐久鉄道（現在の小海線の一部） 
 1915 年 8 月 ： 小諸－中込間開業。12 月に中込－羽黒下間開通。 
 1919 年 3 月 ： 羽黒下－小海間開通。 
伊那電気鉄道（現在の飯田線の一部） 
 1909 年 12 月： 伊那電車軌道により辰野－松島間開業。 
 1911 年 2 月 ： 伊那電車軌道により松島－木ノ下間開通。11 月に木ノ下－御園間開通。 
 1912 年 1 月 ： 伊那電車軌道により御園－伊那北間開通。5 月に伊那北－伊奈町間開通。 
 1913 年 12 月： 伊那電車軌道により伊那町（現在の伊那市）－宮田間開業。 
 1914 年 10 月： 伊那電車軌道により宮田－赤穂（現在の駒ヶ根）間開通。12 月に赤穂－伊那
福岡間開通。 
 1918 年 2 月 ： 伊那電車軌道により伊那福岡－飯島間開通。7 月に飯島－七久保間開通。12
月に七久保－高遠原間開通。 
 1919 年   ： 伊那電気鉄道に改称。 
 1920 年 11 月： 高遠原－上片桐間開通。 
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 1922 年 7 月 ： 上片桐－伊那大島間開通。 
 1923 年 1 月 ： 伊那大島－山吹間開通。3 月に山吹－市田、市田－元善光寺間開通。8 月に元
善光寺－飯田間開通。 
信濃鉄道（現在の大糸線の一部、しなの鉄道とは別会社） 
 1915 年 1 月 ： 松本市（現在の北松本）－豊科間開業。4 月に南松本（現在の松本）－北松本
間開通。6 月に豊科－柏矢町間開通。7 月に柏矢町－穂高間開通。8 月に穂高
－有明間開通。9 月に有明－池田松川（現在の信濃松川）間開通。11 月に池
田松川－信濃大町（後に仏崎に改称）間開通。 
 1916 年 7 月 ： 仏崎－信濃大町間開通。 
丸子鉄道（路線は現存せず） 
 1918 年 11 月： 大屋－丸子町間開業。 
筑摩電気鉄道（現在の松本電鉄上高地線（アルピコ交通）、時刻表では筑摩鉄道と記載） 
 1921 年 10 月： 筑摩鉄道により松本－新村間開業。 
 1922 年 5 月 ： 筑摩鉄道により新村－波多間開通。9 月に波多－島々間開通。 
 1922 年   ： 筑摩電気鉄道に改称。 
飯山鉄道（現在の飯山線の一部） 
 1921 年 10 月： 豊野－飯山間開業。 
 1923 年 7 月 ： 飯山－桑名川間開通。 
河東鉄道（路線の一部は現在の長野電鉄長野線） 
 1922 年 6 月 ： 屋代－須坂間開業。 
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